
した～に～、
した～に～、

した～にした～に

した～に～、
した～に～、

した～にした～に

瀬の本「歴史街道」整備にあわせ、久しぶりの瀬の本行列
　10月５日（日）、「黒川温泉感謝祭」の呼び物【大名行列】が小

雨の降る中、瀬の本の歴史街道約 500ｍを練り歩きました。

　例年は感謝祭当日に温泉街の練り歩きを披露している行

列ですが、今年は瀬の本の歴史街道の再整備を機に、以前

行っていた瀬の本での練り歩きを復活させました。

きよい里 きよい品 きよい心きよい里 きよい品 きよい心

南小国町広報
南小国町広報
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2014
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・50銭以下の小銭廃止

・テレビ受信契約１万台突破

・全国で35市誕生、市制ブーム

・日本民主党結成　など

・高原列車は行く／岡本敦郎

・真室川ブギ／林伊佐緒　など

昭和29年の出来事昭和29年の出来事

　
氏
　
　
名
　
　  

年
齢
　 

地
区
名

加
賀
　
育
輔
（
87
）

　
　
タ
ズ
子
（
80
）
竹
の
熊

石
橋
　
　
強
（
93
）

　
　
　
町
惠
（
83
）
赤
馬
場

下
城
　
　
眞
（
84
）

　
　
カ
ズ
子
（
81
）
矢
津
田
上

室
原
　
盛
夫
（
83
）

　
　
紀
美
子
（
79
）
矢
津
田
下

安
藤
　
　
妥
（
85
）

　
　
キ
ヨ
子
（
82
）
田
　
尻

堀
川
　
金
雄
（
84
）

　
　
ヒ
ロ
子
（
80
）
中
湯
田

　
氏
　
　
名
　
　  

年
齢
　 
地
区
名

北
里
　
賢
治
（
84
）

　
　
　
久
代
（
80
）
陣
の
前

井
　
　
一
成
（
84
）

　
　
　
サ
イ
（
77
）
小
　
原

井
　
　
俊
次
（
80
）

　
　
キ
ヨ
子
（
77
）
星
　
和

井
　
　
一
幸
（
89
）

　
　
　
朝
子
（
91
）
白
　
川

橋
本
　
健
治
（
83
）

　
　
　
文
子
（
80
）
白
　
川

行
政
区
・
五
十
音
順

年
齢
は
９
月
末
日
現
在

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦

流行歌流行歌

支
え
あ
い
、

　

手
を
取
り
歩
ん
だ
60
年

　
昭
和
29
年（
１
９
５
４
年
）
に
結
婚
し
、
今
年

結
婚
60
年
目
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
た
町

内
11
組
の
ご
夫
婦
に
、
河
津
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ

の
ご
自
宅
で
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
。

　
表
彰
を
受
け
た
後
に
は
、
結
婚
当
初
を
振
り

返
り
昔
の
話
に
花
を
咲
か
せ
る
ご
夫
婦
も
。
60

年
間
の
思
い
出
や
昔
話
に
笑
顔
が
溢
れ
ま
し

た
。

　
本
年
度
、
め
で
た
く
満
１
０
０
歳
の
誕
生

日（
大
正
３
年
４
月
～
大
正
４
年
３
月
生
ま

れ
）を
迎
え
る
町
内
の
長
寿
者
６
人
に
、
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
状
と
記
念
品
、
町
か
ら

は
表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
９
月
26
日（
金
）に
、
河
津
町
長
が
６
人
の

も
と
を
訪
問
。
祝
状
な
ど
を
手
渡
し
、「
こ

れ
か
ら
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝

い
の
言
葉
を
か
け
る
と
、「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
長
寿
を
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
元
気
で
笑
顔
で
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

１００歳のご長寿を祝福

平成26年度 １００歳表彰
北里　アサ子 さん

大正３年生まれ

宇都宮　フジ さん

大正３年生まれ
佐藤　雪男 さん

大正３年生まれ

岩下　タケオ さん

大正３年生まれ

ゆきお

日隈　フジエ さん

大正４年生まれ
河津　カツ さん

大正４年生まれ

《
敬
称
略
》

《
敬
称
略
》

広報きよら2014.11
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12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

　
阿
蘇
保
健
所
で
は
、「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
に
あ
わ
せ
、
通
常
の
検
査
日
に

追
加
し
て
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
検
査

は
、
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
エ
イ
ズ
は
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
感
染

か
ら
発
病
ま
で
、
数
年
の
潜
伏
期
が
あ

り
、
感
染
し
て
い
て
も
早
期
に
発
見
し

治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、
発
病
を
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
検
査
は
予
約
制
で
、
結
果
は
採
血
後
、

約
１
時
間
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
検
査
日
時

12
月
１
日（
月
）、
４
日（
木
）

　
午
後
５
時
～
午
後
７
時

12
月
３
日（
水
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
保
健
所
　
保
健
予
防
課

（
３
２
）０
５
３
５

水
痘
予
防
接
種
の
定
期
接
種
開
始

　
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
10
月

１
日
か
ら
水
痘
予
防
接
種
が
定
期
接
種

と
な
り
ま
し
た
。

　
水
痘
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
み
ず
ぼ
う

そ
う
」
の
こ
と
で
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

引
き
起
こ
さ
れ
る
発
疹
性
の
病
気
で
す
。

　
先
月
お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
歴
や
、

水
痘
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
お
子
さ

ん
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

情
報
を
基
に
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
に

は
、
予
診
票
を
送
付
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
以
前
水
痘
に
か
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
お
子
さ
ん
や
定
期
接
種
範
囲
内

で
予
防
接
種
が
済
ん
で
い
る
お
子
さ
ん

は
、
対
象
か
ら
外
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象
年
齢

１
歳
の
誕
生
日
～
５
歳
の
誕
生
日
前
日

ま
で
の
お
子
さ
ん

※

今
後
１
歳
の
誕
生
日
が
来
る
お
子
さ

ん
に
は
、
順
次
予
診
票
を
配
布
し
て

い
く
予
定
で
す
。

※

５
歳
に
な
る
と
、
定
期
接
種
の
対
象

者
か
ら
外
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
早

め
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
接
種
回
数

１
回
～
２
回

※

年
齢
に
応
じ
て
接
種
回
数
が
異
な
り

ま
す
。

※

２
回
接
種
さ
れ
る
お
子
さ
ん
は
、
１

回
目
と
２
回
目
の
接
種
間
隔
を
３
カ

月
以
上
空
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
医
療
機
関

小
国
公
立
病
院
　
小
児
科

※

他
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
役
場
で
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
役
場
町

民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
中

　
現
在
全
国
的
に
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
か
か
る
お
子
さ
ん
が
増
え
て
い
ま

す
。

　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
は
、Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
急
性
呼
吸
器
感
染
症
で

す
。
乳
児
期
の
発
症
が
多
く
、
特
徴
的

な
症
状
と
し
て
細
気
管
支
炎
や
肺
炎
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

■
症
状
の
現
れ
方

　
感
染
後
４
～
５
日
の
潜
伏
期
の
の
ち
、

鼻
汁
、
咳
、
発
熱
な
ど
の
上
気
道
症
状

が
現
れ
ま
す
。
３
割
程
度
の
人
は
こ
の

後
炎
症
が
下
気
道
ま
で
広
が
っ
て
、
気

管
支
炎
や
細
気
管
支
炎
を
発
症
し
、
咳

が
激
し
く
な
る
、
呼
気
が
ぜ
い
ぜ
い
す

る
な
ど
の
、
多
呼
吸
の
症
状
が
現
れ
て

き
ま
す
。

　
25
～
40
％
の
乳
幼
児
に
気
管
支
炎
や

肺
炎
の
兆
候
が
見
ら
れ
ま
す
。

■
治
療
の
方
法

　
対
症
療
法
が
主
に
な
り
ま
す
。
発
熱

に
対
し
て
は
冷
却
と
と
も
に
、
解
熱
薬

を
用
い
ま
す
。
呼
吸
器
症
状
に
対
し
て

は
気
管
支
を
広
げ
る
薬
な
ど
を
用
い
ま

す
。

　
脱
水
気
味
に
な
る
と
、
た
ん
が
粘
っ

て
吐
き
出
す
の
が
困
難
に
な
る
の
で
、

水
分
補
給
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
寒
く
な
る
に
つ
れ
空
気
が
乾
燥
し
、

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
っ
た
病

気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
特
に
手
洗
い
・

う
が
い
や
マ
ス
ク
の
着
用
、
衣
類
・
環

境
の
調
整
な
ど
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。
寒
さ
に
負
け
な
い
よ
う
、
一
人
一

人
が
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ

町 民 課

保健衛生係

42-1113
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年
末
調
整
と
住
民
税
特
別
徴
収
の

　
　
　
　
　  

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
平
成
26
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調

整
お
よ
び
住
民
税
特
別
徴
収
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
説
明
会
に
出
席
さ
れ
る
場
合
は
、

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
る
案
内

文
書
に
あ
る
切
り
取
り
線
下
部
の
『
年

末
調
整
説
明
会
出
席
票
』
に
「
整
理

番
号
」
お
よ
び
「
源
泉
徴
収
義
務
者
名
」

を
ご
記
入
の
上
、
会
場
入
口
の
受
付

箱
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
　
11
月
11
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

場
所
　
小
国
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
小
国
町
・
南
小
国
町
の
人

持
参
す
る
も
の

●
平
成
25
年
分
年
末
調
整
の
し
か
た

●
平
成
25
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
等
の
法
廷
調
書
の
作
成
と
提

出
の
手
引

―

個
人
事
業
者
へ―

消
費
税
の
届
出
書
の

　
　
　
　
　  

提
出
は
済
み
ま
し
た
か

　
現
在
、
消
費
税
の
免
税
事
業
者
の
人

で
、
平
成
24
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
な
ど
で
、
消
費
税
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
た
人
は
、
平
成
26
年

分
は
消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
り
ま

す
。

　
た
だ
し
、
平
成
23
年
６
月
の
消
費
税

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
前
々
年
分
の

課
税
売
上
高
が
１
千
万
円
以
下
で
あ
っ

て
も
課
税
事
業
者
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
課
税
事
業
者
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」
を
速
や

か
に
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

税

問い合わせ

税 務 課

税務係

42-1113

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　※

自
動
音
声
案
内

　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）０
５
５
１

●
国
民
年
金
加
入
者
の
、
引
っ
越
し
た

と
き
に
必
要
な
手
続
き

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

転
居
の
手
続
き
の
際
、
国
民
年
金
の
住

所
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

「
第
１
号
被
保
険
者
」

　
役
場
の
窓
口
で
、
被
保
険
者
住
所
変

更
届
を
提
出
す
る

「
第
３
号
被
保
険
者
」

　
勤
務
す
る
配
偶
者
の
事
業
主
（
事
務

担
当
）
へ
被
保
険
者
住
所
変
更
届
を
提

出
す
る

※

第
３
号
被
保
険
者
の
手
続
き
は
、
配

偶
者
が
勤
務
し
て
い
る
事
業
所
を
経

由
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

●
一
人
一
年
金
が
原
則
で
す

　
公
的
年
金
の
国
民
年
金
、
厚
生
年
金

保
険
、
共
済
年
金
な
ど
か
ら
、
２
つ
以

上
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
は
、
い
ず
れ
か
１
つ
の
年
金
を

選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
全
国
民
に
共
通
の
基
礎

年
金
が
支
払
わ
れ
、
厚
生
年
金
保
険
と

共
済
年
金
な
ど
は
基
礎
年
金
に
上
乗
せ

し
て
年
金
が
支
払
わ
れ
る
制
度
で
す
。

あ
わ
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
年
金

・
遺
族
基
礎
年
金
と
遺
族
厚
生
年
金

・
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金

・
障
害
基
礎
年
金
と
障
害
厚
生
年
金

※

同
じ
事
由
で
支
払
わ
れ
る
た
め
、
１

つ
の
年
金
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
事
由
が
異
な
る
２
つ
以
上
の
年

金
を
受
け
ら
れ
る
と
き
に
は
、
ご
本
人

が
い
ず
れ
か
１
つ
の
年
金
を
選
択
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
ま
で
〈
遺
族
基
礎
年
金
と
遺

族
厚
生
年
金
〉
を
受
け
て
い
た
人
が
、
60

歳
に
な
っ
て
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
に
は
、
遺
族
給
付
と
老
齢
給
付
を

あ
わ
せ
て
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所


０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※

お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
、
年
金
手
帳

な
ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る

も
の
を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※

電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

年

金
問い合わせ

町 民 課

戸籍住民係

42-1113
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11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

◇
児
童
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら‥

　
　
　
　
　 

た
め
ら
わ
ず
に
電
話
を
！

　「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」
で
は
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た
者
は
、
速
や

か
に
こ
れ
を
児
童
相
談
所
な
ど
へ
通
告

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
通
告
し
た
者
、
内
容
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
匿
名
で
行
う
こ
と
も

可
能
で
す
。

　
保
護
者
（
児
童
を
現
に
監
護
す
る
者
）

以
外
に
も
、
同
居
人
に
よ
る
虐
待
や
、

そ
の
行
為
を
保
護
者
が
放
置
す
る
行
為

も
児
童
虐
待
と
な
り
ま
す
。

【
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
】


０
５
７
０(

０
６
４)

０
０
０

※

24
時
間
対
応
、
最
寄
り
の
児
童
相
談

所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◇
◆「
児
童
ポ
ル
ノ
」
被
害
か
ら

　
　
　
　
　
　 

少
年
を
守
ろ
う
！
◆
◇

　
児
童
ポ
ル
ノ
の
対
象
児
童
は
、「
男
女

を
問
わ
ず
18
歳
に
満
た
な
い
者
」
で
す
。

　
児
童
ポ
ル
ノ
事
犯
は
、
児
童
の
人
権

を
著
し
く
損
な
う
犯
罪
で
あ
り
、
一
度
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
出
す
れ
ば
、

画
像
デ
ー
タ
の
回
収
は
ほ
ぼ
不
可
能
と

な
り
、
被
害
に
遭
っ
た
児
童
が
保
護
さ

れ
た
と
し
て
も
、
被
害
児
童
は
将
来
に

わ
た
っ
て
精
神
的
苦
痛
を
受
け
続
け
ま

す
。

　
警
察
で
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
根
絶
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

【
児
童
ポ
ル
ノ
法
の
新
設
項
目
】

○
盗
撮
に
よ
る
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪

　
→
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

　
　
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

○
児
童
ポ
ル
ノ
所
持
罪

　
→
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

　
　
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

暖
房
器
具
の
点
検
を

　
こ
れ
か
ら
冬
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
を
前

に
、
各
家
庭
で
暖
房
器
具
の
使
用
が
増

え
ま
す
が
、
火
災
を
起
さ
な
い
た
め
に

も
暖
房
器
具
の
使
用
前
に
次
の
事
に
注

意
し
て
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
電
気
プ
ラ
グ
や
コ
ー
ド
の
表
面
に
ほ

こ
り
な
ど
は
付
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

★
電
気
コ
ー
ド
に
変
形
や
破
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

★
運
転
中
に
焦
げ
臭
い
や
異
常
音
は
し

ま
せ
ん
か
。

★
使
用
す
る
と
き
は
１
時
間
に
１
回
は

換
気
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

定
期
異
動

　
10
月
１
日
付
け
で
北
部
分
署
の
定
期

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
北
部
分
署
か
ら
異
動
す
る
職
員

【
消
防
本
部
へ
】　
　
　
　 

橋
本
　
浩
一

【
中
部
消
防
署
へ
】　
　
　 

野
尻
　
計
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

矢
野
　
和
彦

【
産
山
波
野
分
駐
所
へ
】　 

丸
山
　
貴
之

【
野
尻
草
部
分
駐
所
へ
】　 

坂
梨
　
晃
平

◎
北
部
分
署
に
異
動
し
て
き
た
職
員

穴
井
　
雄
二

橋
本
　
貴
幸

西
田
　
耕
作

新
家
　
陽
平

新
職
員
紹
介

　
本
年
度
に
採
用
さ
れ
た
北
部
館
内
出

身
の
職
員
が
、
消
防
学
校
の
初
任
科
教

育
を
終
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
へ
配
属

さ
れ
ま
し
た
。

【
北
部
分
署
】　
　
　
　
　 

阿
南
　
毅
佳

【
中
部
消
防
署
】　
　
　
　 

秋
吉
　
宏
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

北
里
翔
太
郎

地
域
安
全

事件・

事故は

110番

問い合わせ

小国警察署

46-2110

消
　
防
　
署

火災・

救急救助は

119番

問い合わせ

北 部 分 署

46-4411

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
・
小
国
郷
＊

お
願
い
し
ま
す
。
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10
月
11
日（
土
）、
熊
本
市
の
パ
ー
ク

ド
ー
ム
で
熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
聞
報
道
に
よ
る
と

約
８
千
人
の
参
加
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

本
町
か
ら
も
21
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
で
18
回
目
と
な
る

こ
の
集
会
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
伝
え

よ
う
～
話
す
勇
気
・
き
づ
く
力
～
」
で

し
た
。

　
最
初
は
、
多
良
木
町
立
黒
肥
地
小
学

校
、
約
30
人
に
よ
る
発
表
で
し
た
。「
あ

り
が
と
う
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」
な
ど
の

優
し
い
言
葉
掛
け
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、

「
声
を
掛
け
合
っ
て
、
み
ん
な
で
遊
ぶ
」

「
毎
日
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
す
る
」
こ
の
こ

と
に
気
を
付
け
て
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
る
こ
と
を
、
寸
劇
を
交
え
発
表
し
ま

し
た
。

　
次
に
熊
本
聾
学
校
中
学
部
の
発
表
で

し
た
。
五
木
中
学
校
と
22
年
間
交
流
す

る
中
で
、
次
の
方
法
を
考
え
出
し
た
そ

う
で
す
。

分
か
り
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法

○
し
っ
か
り
相
手
を
見
て
話
す
。

○
メ
モ
帳
を
持
ち
、
筆
談
で
話
す
。

○
大
き
な
声
で
話
し
た
り
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
使
っ
た
り
す
る
。

　
最
後
に
荒

尾
高
校
の
生

徒

が
、
人

間

関
係
を
通
し

て
「
人

は

変

わ

れ

る
」
と

い
う
こ
と
を

テ
ー
マ
に
発

表

し
、
相

手

の
話
を
聞
く

こ
と
の
大
切

さ
を
訴
え
ま

し
た
。

集
会
で
採
択
さ
れ
た
集
会
ア
ピ
ー
ル

　「
今
の
あ
な
た
の
言
葉
は
誰
か
を
傷
つ

け
て
い
ま
せ
ん
か
。
今
の
あ
な
た
の
言

葉
は
誤
解
な
ど
さ
れ
ず
に
ち
ゃ
ん
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
か
。
メ
ー
ル
や
掲
示
板
、

無
料
通
話
ア
プ
リ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
）
に
書
か
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
文
字
だ
け
で
大
切
な
こ
と
は
伝

わ
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
の
文
章
に
自
分

の
気
持
ち
は
ち
ゃ
ん
と
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
か
。
あ
な
た
の
何
気
な
い
一
言
で

傷
つ
き
、
悩
み
、
苦
し
ん
で
い
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
、

も
し
自
分
の
大
切
な
人
が
傷
つ
い
て
い

た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
自
分
自
身
が
一

緒
に
傷
つ
い
て
で
も
、
助
け
た
い
と
思

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
障
が
い

が
あ
る
か
ら
、
生
ま
れ
た
所
が
違
う
か

ら
、
考
え
方
が
違
う
か
ら･･･

そ
の
よ
う

な
理
由
を
つ
け
て
差
別
や
い
じ
め
を
し

て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。
差
別
や
い
じ

め
に
よ
っ
て
、
自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ

た
人
、
今
も
苦
し
み
、
助
け
を
求
め
て

い
る
人
が
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
、
差

別
や
い
じ
め
は
な
く
せ
る
の
で
し
ょ
う

か
。（
中
略
）
自
分
の
こ
と
を
認
め
、
好

き
に
な
る
こ
と
で
、
自
分
以
外
の
誰
か

の
こ
と
を
認
め
、
好
き
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
互
い
の
違
い
を
理
解
し
、

お
互
い
に
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
は

ず
で
す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
我
慢
せ
ず
、

思
っ
て
い
る
こ
と
を
誰
か
に
伝
え
れ
ば
、

必
ず
何
か
返
っ
て
き
ま
す
。
誰
か
に
気

づ
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
勇
気
を
も
っ

て
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
人
の
思
い
に
気
づ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
ょ
う
。「
話
す
勇
気
・
気
づ
く

力
」
を
周
り
に
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
た
め
に
、
誰

か
の
た
め
に
、
差
別
や
い
じ
め
を
な
く

す
た
め
に
。
こ
こ
に
い
る
私
た
ち
が
、

お
互
い
に
お
か
し
い
こ
と
を
お
か
し
い

と
は
っ
き
り
言
い
合
い
な
が
ら
共
に
成

長
し
、
差
別
や
い
じ
め
を
な
く
す
本
当

の
な
か
ま
に
な
り
、
み
ん
な
が
楽
し
く

笑
顔
で
過
ご
せ
る
未
来
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

菊
池
恵
楓
園
視
察
研
修
の
ご
案
内

■
期
日
　
12
月
１
日（
月
）

■
集
合
時
間
・
場
所
　
８
時
50
分

管
理
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限
　
11
月
21
日（
金
）

人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ
　

128

ひ
ろ
げ
よ
う
　
き
よ
ら
の
郷
に
　
人
権
の
輪

問い合わせ

南 小 国 町

人 権 教 育

推進協議会

42-0047

差
別
の
な
い
社
会
に

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧

た
く
み

ろ
う
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急斜面で作業は難航したが、クレーンで
つり上げるなどして約８１０キロを回収。
急斜面で作業は難航したが、クレーンで
つり上げるなどして約８１０キロを回収。

　ＪＡ阿蘇小国郷畜産共進会では小国郷内で飼育され
ている牛を審査し、畜産のさらなる改良、発展につなげ
ます。
　発育状況や健康状態などを審査し、出品部門ごとに
順位がつけられました。
　本年は町内の生産者が６部門の内、４部門の名誉賞
主席となりました。また、名誉賞と優秀賞あわせて15賞
の内、11の賞を取るなど、大変優秀な成績を修めました。

審査を受ける牛審査を受ける牛

畜産のさらなる改良、発展に畜産のさらなる改良、発展に
ＪＡ阿蘇小国郷畜産共進会ＪＡ阿蘇小国郷畜産共進会９/９

（火）

　不法投棄は、一部の心ない人により、山林や田
園地帯の道路脇や河原など人通りの少ないところ
で行われています。今回、志童子から立岩方面の
志賀瀬川沿いの道路脇急斜面に不法に投棄されて
いた冷蔵庫やテレビなどを南小国町建設業協会の
皆さんに回収していただきました。
　町では、地域の皆さんと協力して、巡回や監視
パトロールなどで不法投棄の防止に努めています
が、依然として後を絶たない状況です。不法投棄
は「しない」「させない」をモットーに町民全員で
監視の目を光らせて、不法投棄のない「最も美し
い村」を目指しましょう。

みんなの力でなくそう！不法投棄みんなの力でなくそう！不法投棄

南小国町建設業協会　
不法投棄撤去ボランティア作業
南小国町建設業協会　
不法投棄撤去ボランティア作業10/14

（火）

受賞者（敬称略）

１部　褐毛和種　子牛の部

　名誉賞主席　大塚嘉久（満願寺）たかにしき

　名誉賞次席　大塚嘉久（満願寺）たかはな

　優秀賞主席　武田末勝（中　原）第二きずな

　優秀賞次席　佐藤幸春（満願寺）さくら六

２部　褐毛和種　育成牛の部

　名誉賞主席　宮崎雄矢（下　城）ひかる３

　優秀賞主席　穴井秀憲（中　原）あそ３

３部　黒毛和種　子牛の部

　名誉賞主席　佐藤幸春（満願寺）あつこ９２

　優秀賞主席　佐藤幸春（満願寺）さちやま２５４９

４部　黒毛和種　育成牛の部

　名誉賞主席　佐藤幸春（満願寺）かつただ１

　優秀賞主席　井野祐蔵（満願寺）さかえ

５部　経産牛の部

　名誉賞主席　大森秀信（満願寺）みなほし

　優秀賞主席　佐藤幸春（満願寺）まいど２６

６部　肥育牛の部

　名誉賞主席　永江義信（上　田）茂平照

　名誉賞次席　橋本泰蔵（上　田）みはる

　優秀賞主席　市原秀英（黒　渕）初美６４

町

民

文

芸

俳
句

草
紅
葉
は
る
か
に
阿
蘇
の
五
岳
か
な
　
　
　
　
河
津
　
靑
山

火
の
阿
蘇
も
カ
ル
デ
ラ
も
今
月
の
下
　
　
　
　
日
隈
　
白
龍

か
た
く
な
に
稲
架
に
こ
だ
わ
り
棚
田
守
る
　
　
佐
藤
　
淡
竹

鈴
生
り
の
我
家
の
自
慢
へ
ぐ
ろ
柿
　
　
　
　
　
日
隈
湯
風
呂

肩
車
し
た
仔
に
持
た
す
猫
じ
ゃ
ら
し
　
　
　
　
上
島
　
敬
次

句
碑
の
辺
の
千
草
を
払
う
露
し
ぶ
き
　
　
　
　
佐
藤
須
磨
子

蟷
螂
の
草
に
ま
ぎ
れ
て
鎌
を
研
ぐ
　
　
　
　
　
北
里
　
典
子

赤
蜻
蛉
人
の
方
え
と
日
溜
り
に
　
　
　
　
　
　
河
津
　
す
や

鉾
杉
の
低
く
見
え
た
る
秋
の
空
　
　
　
　
　
　
北
　
　
千
鶴

まちの わ だい
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　当院の看護師不足を補うべく、１０月１日から
６カ月間、公立多良木病院の看護師、赤池奈緒
美さんが小国公立病院へ応援に来てくれていま
す。今回は、この画期的な他地域からの応援赴
任が実現した経緯を説明します。
　最近の地方の公立病院の医師不足はご存知と
思います。この事態を解決するために “へき地医
療自治体病院開設者協議会”（以下協議会）という
会を小国公立病院、多良木公立病院、やまと町
立そよう病院、上天草総合病院、天草市立河浦
病院の５つの病院を運営する９市町村で立ち上
げました。現在、会長は小国町の北里耕亮町長
です。
　この協議会で会合を重ねる中で、地方では医
師だけでなく、いろんな職種の医療スタッフが不
足している事がわかってきました。さらに、医師
不足はどの病院も同じなのですが、医療専門職
には地域により偏在があることもわかってきまし
た。
　そこで少しでも専門職の数に余裕があれば、
困っている病院へ融通しあう事になりました。そ
の第１号が看護師の赤池さんです。小国公立病
院にとって非常にありがたいことですが、実は公

多良木から看護師さんが来てくれました
小国公立病院　院長　坂本　英世

立多良木病院が元々看
護師に余裕があるわけ
ではなく、昨年の医師
不足のため、病棟を一
つ閉鎖してしまったの
で、今回の派遣が実現
できたのです。このシステムが動き出したことに
より、熊本県下の地域同士で専門職の人事交流
が行われるようになり、医師も含めた医療スタッ
フの共有ができる可能性が開かれました。これ
は、全国的にも珍しい、画期的な事なのです。
　今後、このシステムがうまく利用されていくた
めには、我が小国郷で赤池さんがどのような思
いで働けるのかが鍵になります。今回の派遣は、
重要なテストケースなのです。
　地域医療を救うべく女性単身で赴任している赤
池を、病院や町で見かけた際には、是非応援の
エールをお願いいたします。
　もちろん、他地域に頼ってばかりでは、現在の
状況は解決できません。基本は、小国の医療は
小国の人でまかなうべきです。今後も、医師・
看護師不足を解消すべく、小国郷出身の医療者
への、町の皆さんの働きかけの継続が必須です。
今後とも、スタッフ確保のためのご協力をよろし
くお願いします。

（４６）３１１１

小国公立病院ニュース

～ 新 任 医 師 紹 介 ～

早野　聡史

生年月日：昭和６２年１月１８日

出 身 地：熊本市

出身大学：熊本大学

専門分野：総合内科

趣　　味：読書と映画館にいくことです

さとし

短い期間ですが、少

しでも小国地域のた

めに貢献できるよう

に頑張りたいと思い

ます。よろしくお願

いします。

～ 新 任 外 科 医 師  ～

杉原　栄孝

生年月日：昭和５６年１１月２５日

出 身 地：山口県下関市

出身大学：熊本大学

専門分野：消化器外科

趣　　味：野球観戦

ひでたか

６カ月間ですが、小

国地域医療に貢献し

ていきたいと思いま

す。皆さん、気さくに

声を掛けてくださ

い、よろしくお願い

します。
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９
月
26
日（
金
）、
阿
蘇
郡
市
中
体
連

陸
上
競
技
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
見
事
な
朝
焼
け
で
始
ま

り
晴
天
の
も
と
、
全
て
の
競
技
を
予
定

ど
お
り
消
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
校
の
選
手
た
ち
も
よ
く
頑
張
り
、

夏
休
み
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
き
た

競
技
に
全
力
で
向
き
合
う
姿
が
印
象
的

で
し
た
。
選
手
だ
け
で
な
く
、
補
助
員

と
し
て
参
加
し
て
く
れ
た
生
徒
の
姿
に

も
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
大
会

を
中
学
生
で
支
え

る
。
こ
の
姿
は
こ

れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
２
年

生
は
今
後
の
学
校

生
活
、
学
習
に
こ

の
経
験
を
生
か
し

て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
台
風
19
号
の
九
州
へ
の
上
陸
が
予
想

さ
れ
た
た
め
、
10
月
13
日
開
催
を
予
定

し
て
い
た
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会
を

14
日（
火
）午
後
４
時
か
ら
に
順
延
し
、

本
校
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　
吹
奏
楽
部
は
、
夏
に
行
わ
れ
た
熊
本

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
Ｂ
パ
ー
ト
の

部
で
銀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
少
な

い
部
員
で
、
よ
い
音
を
求
め
て
一
生
懸

命
取
り
組
む
姿
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

　
定
期
演
奏
会
で
は
、
新
旧
交
代
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、
感
動
的
な
フ
ィ
ナ
ー

レ
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
年
生
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
進
行
や

友
情
出
演
、
先
生
た
ち
の
出
し
物
も
あ

り
に
ぎ
や
か
な
会
に
な
り
ま
し
た
。

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

　
10
月
９
日（
木
）１
、
２
年
生
を
対
象

に
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。

進
学
希
望
者
、
就
職
希
望
者
、
公
務
員

希
望
者
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
講
演
を

聴
い
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
希
望
に

応
じ
た
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
講
義
は
12
講
義
あ
り
、
生
徒
は
興
味

深
そ
う
に
話
を
聞
い
た
り
、
活
動
に
参

加
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
看
護
・
医

療
系
で
は
実
際
の
測
定
器
を
用
い
て
、

血
圧
を
測
っ
た
り
、
聴
診
器
で
心
音
を

聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
分

野
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
自
身

の
進
路
を
改
め
て
考
え
る
よ
い
機
会
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

進
路
選
択
の
重
要
性
を
学
ぶ

　
10
月
10
日（
金
）公
益
財
団
法
人
熊
本

県
雇
用
環
境
整
備
協
会
に
よ
る
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
り
ま
し

た
。
受
講
し
た
１
年
生
は
６
人
程
度
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
に
就
い
た
家
族
の
疑
似
体
験
を
す
る

こ
と
で
、
進
路
選
択
の
重
要
性
を
理
解

し
、
将
来
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
必
要

な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
立
て
方
を
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
社
会
経
済
の
仕
組
み
や

働
き
方
に
よ
る
年
収
の
差
お
よ
び
早
期

離
職
の
マ
イ
ナ
ス
点
な
ど
も
学
び
ま
し

た
。
生
徒
一
人
一
人
が
、
自
分
の
将
来

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

中
体
連
陸
上
競
技
大
会

中
体
連
陸
上
競
技
大
会

吹
奏
楽
部
　
定
期
演
奏
会

吹
奏
楽
部
　
定
期
演
奏
会

輝
い
て
い
ま
す  

小
国
高
生

南
中
か
ら
の

風

南
中
か
ら
の

風
（
文
責
）

　
校
長  

家
興
修
一

（
文
責
）

　
校
長  

家
興
修
一

選手、補助員　全員で記念撮影。

堂々たる演奏で

圧倒されました。

看護・医療系講義での活動

グループに分かれ学んだ

ライフプランニングセミナー
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来
年
度
の
町
立
保
育
園
の
入

園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

（
年
度
途
中
入
園
を
希
望
者
も

含
む
）。

　
来
年
度
よ
り
、
今
ま
で
と
違

い
入
園
申
し
込
み
の
時
に
、「
保

育
の
必
要
性
」
の
認
定
を
申
請

し
て
い
た
だ
き
、
町
か
ら
「
認

定
証
」
を
交
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
在
園
児
に
は
、
現
在
利
用
し

て
い
る
園
を
通
じ
、
説
明
会
以

降
に
申
請
書
を
配
付
し
ま
す
。

■
受
付
期
間
　
11
月
21
日（
金
）

　
　
　
　
　
～
12
月
19
日（
金
）

■
申
込
場
所

・
福
祉
課
保
育
児
童
係

・
各
保
育
園

■
保
育
園
一
覧

・
市
原
保
育
園
（
定
員
90
人
）

　
　

（
４
２
）０
１
３
５

・
中
原
保
育
園
（
定
員
20
人
）

　
　

（
４
２
）１
４
５
３

・
黒
川
保
育
園
（
定
員
30
人
）

　
　

（
４
４
）０
１
５
０

■
注
意
事
項

☆
入
園
基
準
に
該
当
し
て
い
て

も
各
園
の
定
員
な
ど
に
よ
り

入
園
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

☆
休
園
日
は
、
日
曜
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
。

☆
保
育
料
は
税
額
に
応
じ
た
階

層
区
分
に
よ
り
算
定
し
ま

す
。

入
園
に
つ
い
て
の
説
明
会
開
催

　
説
明
会
で
は
認
定
申
請
書
や

申
込
書
の
書
き
方
や
添
付
書
類

の
こ
と
、
町
の
子
育
て
情
報
な

ど
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
都
合
の

良
い
時
間
帯
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
説
明
会
日
程

11
月
21
日（
金
）

　
１
回
目
　
午
前
10
時
～

　
２
回
目
　
午
後
２
時
～

■
場
所
　
管
理
セ
ン
タ
ー
１
階

情 報 広 場 詳しいことは、問い合わせ先にご連絡ください。

《平成 26年 10月５日小国家畜市場結果》

保
育
園
入
園
の
ご
案
内

■
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
保
育
児
童
係

　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
２
）１
１
１
３

自 衛 官 募 集

■問い合わせ

自衛隊熊本地方協力本部　阿蘇地域事務所

（２２）４５７５

　自衛官候補生（男子）を募集しています。自衛官を目

指す人や自衛官に興味がある人は、資料請求などお気軽

にお問い合わせください。

応募資格 受付期間 試験日 試験場所

平成27年

４月１日現在

18歳～26歳の

男子

11月10日（月）

～

12月１日（月）

・学科試験

・口述試験

・身体検査

12月7日（日）

　・8日（月）

※いずれか

　1日を指定

健軍駐屯地

今回 前回 増減 今回 前回 増減 今回 前回 増減 前回比

24 36 △12 23 36 △13 474,965 466,961 8,004 102%
雌 13 15 △2 12 15 △3 425,250 442,569 △17,319 96%

去　勢 11 21 △10 11 21 △10 529,200 483,223 45,977 110%

26 32 △6 23 24 △1 482,760 415,800 66,960 116%
雌 12 16 △4 10 13 △3 453,816 416,298 37,518 109%

去　勢 14 16 △2 13 11 2 505,025 415,211 89,814 122%

あ　か

黒

種類
平均取引価格入場頭数 取引頭数
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県
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ

れ
、
10
月
１
日
か
ら
時
間
額
６

７
７
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す

べ
て
の
事
業
所
、
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室


０
９
６（
３
５
５
）３
２
０
２

　
再
就
職
・
起
業
・
社
会
参
画

し
た
い
な
ど
、
生
涯
現
役
を
目

指
す
55
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
お

悩
み
に
１
対
１
で
お
応
え
し
ま

す
。

■
日
時
　
毎
月
第
３
水
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

　
　
　
　
２
階
会
議
室

■
対
象
　
55
歳
以
上
の
人

■
問
い
合
わ
せ

総
合
人
材
セ
ン
タ
ー
　
原
田


０
９
６（
２
２
３
）５
７
２
６

　
調
定
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
ど
な
た

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
事
前
予

約
は
不
要
で
す
が
、
会
場
で
先

着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。
電
話

相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

■
日
時
　
11
月
29
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
　
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー

■
内
容

多
重
債
務
、
損
害
賠
償
、
土
地

の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
、
離
婚
、
慰

謝
料
、
相
続
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
家
庭
裁
判
所
　
な
が
は
ら


０
９
６（
３
５
５
）６
１
２
１

　
本
町
出
身
の
弁
護
士
、
坂
本

仁
郎
さ
ん
に
よ
る
法
律
相
談
で

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時
　
11
月
28
日
（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分

■
場
所
　
役
場
２
階
会
議
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課
　
戸
籍
住
民
係

（
４
２
）１
１
１
３

角
田
　
計
雄  

様
　
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市

佐
藤
　
正
照  

様
　
北
海
道
恵
庭
市

赤
星
　
良
一  

様
　
東
京
都
府
中
市

　
南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、
多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
石
橋
　
賢
一
　
様
　
布
　
目

　
ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

　
南
小
国
町
商
工
会
　
様

　（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
益
金
）

　
皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

生
涯
現
役
無
料
個
別
相
談
会

無
料
調
定
相
談
会
開
催

定

期

法

律

相

談

南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

役
場
新
庁
舎
進
捗
状
況進捗率：６０％（10月末日現在）進捗率：６０％（10月末日現在）

相
　
　
談

お
知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正

　
先
月
号
で
記
載
し
た
香
典
返
し

の
宇
都
宮
三
好
様
の
住
所
を「
蘇

原
」と
記
載
し
ま
し
た
が
「
薊
原
」の

誤
り
で
し
た
。

　
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

郵
便
で
ー
す

な
か

ね
ん
し

あ
ね
ん
ま
つ

な
に

へ
ん
じ

あ
かき

い
　
み

赤
バ
バ
ァ
か
ら
？

ど
う
い
う

こ
と
ラ
ヨ
？

赤
バ
バ
ァ
か
ら
？

ど
う
い
う

こ
と
ラ
ヨ
？

喪
中
っ
て

何
の
こ
と
ラ
ヨ
？

喪
中
っ
て

何
の
こ
と
ラ
ヨ
？

お
返
事
の
つ
い
で
に

赤
バ
バ
ァ
に
意
味
を

聞
い
て
み
る
ラ
ヨ
…

お
返
事
の
つ
い
で
に

赤
バ
バ
ァ
に
意
味
を

聞
い
て
み
る
ラ
ヨ
…

『・・中
に
つ
き
年
末

年
始
の
ご
・・・・を

ご
・・・・・し
上
げ
…

『・・中
に
つ
き
年
末

年
始
の
ご
・・・・を

ご
・・・・・し
上
げ
…

い
つ
も

ご
く
ろ
う

さ
ま
ラ
ヨ
!!

い
つ
も

ご
く
ろ
う

さ
ま
ラ
ヨ
!!

・・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・・・

あ
か

そ
う
だ
！

そ
う
だ
！

ゆ
う
び
ん

ゆ
う
び
ん

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
を
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を

深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

平
成
二
十
六
年 

十
二
月

難しい漢字が苦手
難しい漢字が苦手

情 報 広 場詳しいことは、問い合わせ先にご連絡ください。
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調
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『
き
よ
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の
郷
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り
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№
6
1
2

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
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郡
南
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国

町
大

字
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馬
場

143番
地


 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

おいしい給食は、保護者の皆さんからの給食費で作られています。

材料（10人分）
生鮭切り身
卵
油
白ゴマ
　　みりん
　　砂糖
　　塩
　　薄口しょうゆ
　　水

作り方
①卵を溶きほぐし、油をひいたフライパンで細かい炒り卵を
作る。炒り卵ができたら皿に取り出しておく（フライパンはテ
フロン加工してあるものがおすすめです）。
②鮭は、皮や骨を取り除いて一口大に切り、フライパンで素焼
きにし、火が通ってきたら火を止め、フライパンの中で細か
く身をほぐす。身がほぐれたら再び火をつけ、Ａの調味料を
加え、味をつける。汁気が少し飛んだところで①の卵をフラ
イパンにもどし、全体がパラパラになるまで、焦がさないよう
に汁気を飛ばし、最後にゴマを混ぜ合わせて出来上がり。
＊甘塩鮭などを利用する場合は、
調味料の塩やしょうゆの量を減
らしてください。

　
大2切れ（250g程度）

M玉4コ
小さじ2
小さじ4
大さじ1
小さじ1

小さじ1/5
大さじ1
小さじ2

◎10月22日の学校給食メニュー
　鮭そぼろふりかけ
◎10月22日の学校給食メニュー
　鮭そぼろふりかけ

A

BIRTHDAY
   H

A
PPY

10月
生まれ
希望者
のみ
掲載

おうち　　　給食おうち　　　給食
作って食べよう★作って食べよう★

鮭そぼろをご飯にふりかけ中1年生の教室。中学生になると雰囲気も変わります

南小国中学校
（１･２年生）の
給食風景

南小国中学校
（１･２年生）の
給食風景

米澤　　朔 くん
さくさく

25.10.4生

　（父）隆志さん

　（母）愛里さん

寝たいの？と言われるタレ目な朔く
ん。志麻兄ちゃんと沢山遊んで、喧嘩し
て体はたくましく健康に育ってね

上町１

宇都宮　柊 くん
しゅうしゅう

25.10.14生

　（父）雅志さん

　（母）雅子さん

いっぱい食べて元気に大きくなってく
れてありがとう　これからもお兄ちゃ
んとたくさん笑って大きくなろうね

落見

本田　連翔 くん
ととれんれん

25.10.13生

　（父）貴裕さん

　（母）優子さん

生まれた時はとっても小さかったけ
ど、すくすく大きくなり、毎日連ちゃん
の笑顔で癒やされています♪

杉田下

森永　歩希 ちゃん
ききふふ

25.10.28生

　（父）光洋さん

　（母）一美さん

いつもニコニコしててくれて本当にあ
りがと。おかげで父も母も日々笑って
過ごせています。これからも宜しくね。

新町１

広報きよら2014.11
14


